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校長通信

３年生48名が新たな門出
３月２日の第50回卒業式で，３年生48名が本校を

卒業しました。

今年度は，感染

症拡大防止のため

の全国一斉の学校

臨時休業のほか，

部活動の大会中

止や就職活動日程の変更，さらには大学入学共通テ

ストの初年度という節目も重なり，全国の高校３年生

は，コロナ禍と入試制度変更に直面する一年となりま

した。このような中，３年生のみなさんは，互いに学び

合い，高め合いながら，一人ひとりが進路目標実現に

向けて努力を続け，この日の卒業に至りました。

本校での学びを礎に，言葉の力を磨き，よりよい社

会の在り方を模索しながら，自分の望む人生をたくま

しく切り拓いていくことを願っています。

卒業式の校長式辞の全文は，本校ホームページに掲載しています。

[検索ルート] 与論高等学校Top＞学校紹介＞学校長挨拶・校長通信

進路目標実現のイメージを描く
３月11日に１・２年生が進路学習会を行いました。

この学習会は，２・３年次の各コースに応じた進路

学習を通して，生徒が４月からの高校生活を見通しを

もって送れるようになることを目的に行うものです。

２年生総合コース及び１年生の総合コース希望者

は，就職や進学にあたっての心構えや，試験で必要と

なる面接の基本的な知識等について，今年度の３学

年総合コース担任

から説明を受けまし

た。その後，三つの

会場に分かれて模

擬面接に臨みまし

た。生徒たちは緊張

しながらも，進路目

標を実現した先輩

たちが乗り越えた面

接試験の一端を経

験しました。

３学年担任による説明（上）と模擬面接（下）〈総合コース〉

２年生文理コース及び１年生の文理コース希望者

に対しては，卒業式を終えた３年生６人が，受験勉強

の進め方や生活面での工夫，受験を終えた今だから

気付いた「やっておくべきこと」などについて，各自の

経験を語りました。生徒たちは一つひとつの言葉に頷

きながら，先輩たちの話に聞き入っていました。

１・２年生にとって３年次の受験は未知の領域だか

らこそ，実際に指導した人や経験者の話を聞くことに

よって目標を実現す

るイメージが描きや

すくなります。この

「イメージすること」

は，受験に限らず，ス

ポーツでも仕事でも

極めて重要な要素であり，半年間や１年間といった短

期間で物事に取り組む上では，目標の実現に向かう

大きな原動力になります。

１・２年生のみなさんは，話を聞いて終わりにするの

ではなく，気になったことはキャリア・パスポートに書き

留め，図書室やインターネットなども活用して考察を

続けることが大切です。

ふるさと母校応援プロジェクト
今年度の「ふるさと母校応援プロジェクト」を通し

て，本校は２件の寄附を頂きました。

このプロジェクト

は，鹿児島県が進め

る「かごしま応援寄附

金」の一つで，ふるさ

と納税を活用し，「母

校や鹿児島の頑張っ

ている学校の取組を

応援したい」，「学校

の教育環境整備に役立ててほしい」という方が，県立

の高等学校や特別支援学校を指定して寄附をするこ

とができる制度です。

頂いた寄付金は，本制度の趣旨に基づいて，本校

生徒の教育活動の充実のために有効に使わせてい

ただきます。ありがとうございました。

本校ホームページのバナー(上)から「ふるさと母校

応援プロジェクト」の要項を見ることができます。

卒業生が１・２年生に経験を語る〈文理コース〉

鹿児島県大島郡与論町茶花1234番地１

電話（0997）97-2064

FAX（0997）97-2844



校長講話から 志が高いほど柔軟に行動できる／精神の柱となる「古典」（令和３年２月８日 全校朝礼）

おはようございます。きょうは来週から放送が始ま
るNHK大河ドラマの主人公の話をしたいと思います。
タイトルは『青天を衝け』。2024年から発行される新

つ

一万円札の肖像にもなる渋沢栄一が主人公です。
しぶさわえいいち

渋沢は，第一国立銀行（現在のみずほ銀行）の設立を
始め，およそ500もの会社の設立と，福祉や教育など
およそ600の社会事業に関わりました。商工業の発
達に尽力し，「日本資本主義の父」と言われていま
す。みなさんがよく知る幕末維新の志士たちとほぼ同
年齢で，幕末から明治，大正，昭和へと激動の時代を
何度も変転を繰り返しながら生き抜いていきます。
1840年，武蔵国榛沢郡（現在の埼玉県深谷市）の裕

はんざわ

福な農家に生まれた渋沢は，尊皇攘夷の活動をして
いましたが，25歳の時，ひょんなきっかけから一橋家
に仕えることになり，一橋慶喜が将軍になったことで
幕臣となります。倒幕を叫んでいたはずなのに，その
幕府の家臣となり，その後はパリで行われた万国博
覧会に使節団の一員としてフランスに渡ります。攘夷，
つまり外国人を打ち払えと唱えていた本人が，ヨーロ
ッパに渡り，そこで西洋近代の産業や商業・金融の在
り方に感化されてしまいます。
ヨーロッパ見聞中に徳川幕府が終わり，帰国後は

明治政府の官僚として大蔵省で活躍し，34歳で実
業家に転身。数多くの企業や社会事業に関わるとい
う生涯をたどります。一見すると相反するものの間を
右往左往しているように見えますが，その根底には揺
るがぬ信念がありました。
渋沢には「来た球をうつ」というような柔軟性があ

り，自分に訪れる偶然を力に変えるような生き方をし
ています。「倒幕」や「攘夷」は，渋沢にとっては目的
ではなく，「強く繁栄した日本を作る」ための手段に
過ぎません。高い志があるからこそ，狭い思い込みに
とらわれずに大局的な判断ができたのです。
人は志が高いほど，柔軟な行動ができるようになり

ます。なぜなら行動が手段に過ぎなくなるからです。
現在は予測困難な時代と言われますが，現代を生き
る私たちにとって，渋沢の生き方は参考になります。
そのような渋沢の生き方を支える特徴は，「幅広い

読書」と「熟議」にあると言われます。渋沢は情報を
非常に多く，幅広く集め，自分の中で咀嚼し，理解し
た上で自分の進むべき道や指針を導き出していま
す。小さな失敗はありますが，人生の分岐点において
は，「ここでこの道に進むべき」ということを決して見
誤らずに進んでいます。その原点は「幅広い読書」に
あります。
渋沢は７歳の頃から従兄の尾高惇 忠から学問を

お だかじゅんちゅう

学んでいます。惇忠の教え方は一冊を繰り返し読ん
で意味を理解させるやり方ではなく，色々な本を読む
ことで，おのずと意味がとれるようにしていく「多読」

の方法でした。そのような指導の下，渋沢は様々な考
え方を学びますが，特に精神の柱となったのが『論
語』です。『論語』は古代中国の思想家，孔子の教え
をまとめたもので，道徳などについて述べています。
渋沢は後年，「人の世に処せんとして道を誤まらざら
んとするには，まず論語を熟読せよ」と述べています。
また，渋沢は青年期に少人数の仲間内とはいえ，

熟議民主主義といえるような，大きな決断を下す前に
徹底した議論を行っています。利害が対立する者同
士でも徹底的に話し合えば妥結点を見つけられるし，
間違ったら態度を改められると考えています。
さて，渋沢の精神の柱となった『論語』は，自分の

身を修めて人に交わるときの教えが数多く書かれて
います。一方，商売や経済は，自分の身を律して他人
と上手に交わっていくことが基本です。だから『論語』
の教えは経済に生きるはずであると渋沢は考え，『論
語』という古典を，明治という新しい時代の経済活動
に読み替えていきます。
渋沢が500もの会社の設立に関わったのは，自分

が儲けるためではありません。当時の日本は近代化
の途上で国力を高める必要があり，そのための力の
根源は民間の力であると考えたのです。ただし，民間
は個々の状態では微力なので，多くの人が出資者と
して会社の設立に参加し，事業から生じる利益を分
け合うという考えの下，新しい価値を創造への原動力
にする必要があると考えました。その上で，「商売は，
正しい道理を経た上で，多くの人に利益をもたらすも
のでなくてはならない。自己本位の儲け主義に走って
はならない」と諭しています。
そのような渋沢の言葉を集めたのが『論語と算

そろ

盤』という本です。論語が象徴する「人としての在り
ばん

方」と算盤が象徴する「経済活動」。この二つを両立
させ，「道徳と経済活動は一致すべき」という考えを
論じた名著として現在でも読み継がれています。
渋沢が実践した，『論語』を自分に引き付けて考

え，読み替えるという方法は，古典の本来の読み方，
活かし方です。そのようにして学び取った内容は自分
の精神の柱になります。渋沢にとっては『論語』です
が，みなさんにとっての古典は何でしょうか。古典と言
っても，中国や日本の古文に限定する必要はありませ
ん。洋の東西を問わず，長い年月，読み継がれてきた
作品という範囲で考えればよいと思います。本校の図
書室にもたくさんの手がかりがあります。
高校時代に自分の精神の柱となるような大切な一

冊を是非見つけてください。□

【引用・参考文献】渋沢栄一（守屋淳 訳）『現代語訳 論語と算盤』2010年，ち

くま新書／守屋淳『渋沢栄一「論語と算盤」の思想入門』2020年，NHK出版新書

／今井博昭『渋沢栄一「日本近代資本主義の父」の生涯』2019年，幻冬舎新書／

齋藤孝『図解 渋沢栄一と「論語と算盤」』2020年，フォレスト出版


